
天竜区緑恵台土砂崩落に係る第三者による技術的検証会（第１回）概要

１．災害の概要 ２．地質調査結果

①台風第15号の豪雨により盛り土内の地下水位が上昇、盛り土
土塊重量の増加が生じた。

②盛り土は空隙が多く、水を吸収・貯留しやすい状態であり、
排水施設もなかったものと推定される。

③短時間での豪雨により、間隙水圧が上昇し、盛り土のせん断
抵抗力が低下し、不安定な状態になる。

④飽和状態になり、せん断抵抗力を失った盛り土が崩落、流動
性が高い状態であったため、下方の民家まで流下した。

・盛り土の層厚把握と土質確認を目的として、斜面上部で3箇所、
下部で1箇所の計４箇所で地質ボーリング調査を実施。

・盛り土と造成盛土の境界が判明、盛り土は2.6～3.2ｍの厚さ
がありシミュレーション結果と概ね一致。

・崩落した土砂は、盛り土されたものと判明。

①台風第15号の影響により天竜区緑恵台において9月24日未明、
土砂崩れが発生し住宅３軒が被害を受け、住民３人が負傷。
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④盛り土の一部は落ち残る

①大量の水を含んだ泥流が下流へ流れる

②下端部が流れ出したことにより、
斜面下方の崩落が生じる

③斜面下方の流出は上方に波及し、
盛り土だけでなく造成盛土の一部も
巻き込み崩落した
水分が多く、泥流となり下流まで
流れ、民家を押し流す

④崩落後、盛り土と造成盛土の
境界付近から湧水が確認された。
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③令和3年と平成3年の地形データの差分より、昭和63年の林地
開発完了後に実施された盛り土は約8,100m3と推定。
崩落発生後の令和4年の計測データと令和3年の地形データの
差分より、崩落土量を約3,400m3と推定。
斜面には約4,700m3の盛り土が残存しており、更に崩落する
可能性があるため、応急対策として崩落した土砂の撤去及び
大型土のう築堤工等を実施。

３．災害発生メカニズム

②近傍の天竜観測所では、
累積雨量292mm、
時間最大雨量60mm/hを
観測。
また、アメダス天竜観測
所では、1976年観測開始
以降、最大の日降水量
及び日最大1時間降水量
を記録。

地層名 記号
盛り土 B
造成盛土 o-B
沖積泥礫層 Ag
強風化石英片岩 wIq1
風化石英片岩 wIq2

図-2.地層想定断面図

図-3.崩落後推定断面図図-1.土量断面図

適水程度の湧水
（9/25～10/2の8日間程度）

試験時の礫あたりにより、
基盤岩の判定が難しいため、

下端もAg層とした。

崩落前地形（盛り土）

H3年宅地造成時地形より
（露頭での判定困難）

崩落後地形

造成盛土境界
（道路台帳より推定）

宅地造成時地形
（平成3年航空写真より推定した地形図から作成（ペーロケ））
※植生等の影響によっては等高線に±50cm程度の誤差が生じうる。

（アメダス天竜観測所： 1976年観測開始以降、最大の日降水量及び日最大1時間降水量を記録）
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